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１．概要（Summary） 
相談者は、ナノテクノロジープラットフォーム学生

研修プログラムに参加し、その最終日に行った相談に

おいて、現在新潟大学で行っている研究についての質

問があった。 
課題としては、光学導波路によって音を検出するマ

イクロフォンをガラス基板上に作りたいというとい

ものであり、その作製の為には、空気の 50µm程度の
層を持ったダイアフラム的な構造が必要である。との

説明があった。 
	 その作製プロセスについて、二つの項目について

質問・相談があった。	  
	 一つ目は空気層の枠をレジストで作れないか？と

いうものである。 
	 まず 50µm という厚さは一般的なレジストでは不
可能であることを、現在我々がつかっているレジスト

の膜厚例を示しつつ、説明した。 
	 応用できそうなのは、SU-8 だけであり、これは、
ナノテクノロジープラットフォームに所属している

他機関（たとえば産総研）で有していることを説明し

た。 
	 また、SU-８は紫外光用に設計されているので、i
線を使うことが望ましいことも説明した。以上に基づ

いて、プラットフォームのコーディネータを紹介する

こととした。 
	 もうひとつの質問としては、空気層の厚さの測定

方法である。幸い裏面がガラス基板であることから、

ガラス側から光学顕微鏡で観測し、空気層の上側と下

側の境界面にそれぞれ焦点を合わせ、そのときの光学

顕微鏡の垂直方法の移動距離（一般的にはダイアルに

示してある）からその厚さを測るのが簡便ではないか

と提案した。 

 
 


